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はじめに

前報は岩手県における高等学校家庭科の戦後史を，学科課程の変遷に焦点を据えて考察をこ

ころみた。今回は教育課程を中心にして，その変遷を辿ることとする。

本報文の執筆に先立って，明らかにしておかなければならない二つの点について述べてお

く。そのひとつは戦後約30年間の教育史の節をどこにおいて観るかという問題と，他のひとつ

は，ここで言う教育課程の範囲をどの程度に押えて論述の基礎資料とするかについてである。

まず第一点については，いろいろな把え方があると思うが，我々は昭和22年教育基本法が制

定され，それを親法とする学校教育法，同法施行規則が定められた時点と，昭和26年のサンフ

ランシスコ平和条約停結を境とした変遷とした。その後5年後に高校だけの改訂があり，それ

から約10年間隔で小中高全面改定が行われて，通算で6度目の改革案がつい先頃（昭和53年6月

22日）公表されている。その時々にゆさぶられ続けた家庭科の実態は，学校全体の教育課程の

位置づけの中に，また家庭科の基礎であり入門である性格の家庭一般（昭和26年改訂までは一般

家庭）の科目の扱いの中に単的に表現されている。

そこで第二点については，国段階での学習指導要領改定の動きに対応した岩手の実態を女子

系高校3校を含む24校について，文書や訪問による調査を行って資料を収集した。従って一般

的な資料としては，教育課程の範周をわが国の学習指導要領（1951，昭和26年度版）の定義－生

徒がどの学年でどんな教科学習や教科以外の活動を行うかを定め，それ等の内容や種類を学年

別に配当したもの一一に準撼して作成した。しかし各学校の家庭科担当教師が行った指導内容

まで立ち入った資料の収集は不可能であったので，主として各学校の設置教科科目名と単位

数，選択科目についてはその選択率および他教科との組み合わせのバターン程度に止めざるを

得なかった。ただし，著者等が保管している資料中，調査時期・対象の明らかなものや，研究

指定校の研究資料によって，部分的ではあるが各時代における地域諌題の調査から教育課題と

して吸い上げたかたちでの具体的な内容例もできるだけ記述するようにした。

Ⅰ付設中学から新制高校へ（昭和22年から23年）

昭和20年4月の旧制中学校や高等女学校入学生は，昭和22年3月31日教育基本法，学校教育
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法の公布により，00高等学校付設中学校の生徒となり，そのまま新制高等学校へ進学し，昭  

和23年3月卒業するというコースを辿った時代である。   

新制高等学校の教育課程について戦後初めて国としての基準を示したのが，昭和22年4月7  

表1高等学校（普通教育を主とする）の教科別年間時間数  

注1・学校数育局長通達「新制高等学校の教科課程に関する件」。（S．22．4．7．付）   
2．社会・数学および理科はそれぞれの内一科目は選択の上必修すべきものとする。   
3．上記の時間数は一年を35過とみた場合の総時数および過当りの時数を表したものである。   
4・学習給時数並びに選択教科配当時数はその基準を示したものであるから学校長の戟量により適宜増すことが  
でさる。   
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日付発学第156号の学校教育局長名による通達で，各地方長官に宛てた文書である。その通達  

の標記は，「新制高等学校の教育課程に関する件」で，表1のような教科別時間表を示したも  

のであって，昭和22年の学習指導要領一般編（試案）第3実の補遺としての位置づけとなった  

書面である。   

この通達には「高等普通教育を主とする高等学校の教科課程」と「実業教育を主とする高等  

学校の教科課程」とが区分して示されている。表1はその中の前者の教科と時間数で，家庭科  

は実業の中に位置づけられている。また，実業教育を主とする教科過程の中には「被服科」が  

あるだけであった。従って当時の本県の実態も公私立合せて僅かに4校注l）に被服科が設置され  

ていたに過ぎなかった。   

昭和22生7月16日発行の「学習指導要領家庭編（中等学校4，5学年用）試製」は，同年5  

月15日発行の小学校5，6年と中学校7，8，9学年のものに追加したものであり，当時は小  

・中一冊にまとめて出版されている。本書の装丁はまことに粗末なもので，ザラ紙に自表紙，  

セピア色の麻布の背綴じ被いで，目次は表紙裏を使用して印刷されている。これだけ見ても当  

時の我が国経済が如何に貧困のどん底にあえいでいたかがわかる。   

内容ほ，1）被服，2）食物，3）住居と家庭経理，4）家庭衛生，5）家族関係と子供の  

5分野となっており，高等学校ではこれらについてより深く研究することが望ましく，生徒の  

希望によりこのうち，1～2の分野だけ学習することも可能であるとなっている。その後，昭  

和23年1月27日に出された高等学校設置基準にもとづいて本県でも同年の4月には旧制中等学  

校の殆ど全部が新制高等学校に昇格し，県立41校（内夜間制2），市町村（またほ組合）立9校，  

私立7校，旨，ろうの特殊学校を加えて合計50校（内定時制独立校4，同併設22校，他に同分校41）  

が発足した。江2）その当時ほ，CIEの強力な指導のもとに謂る新制高等学校三原則一綜合乱  

表2 昭和23年4月新制高校3年生（普通科家庭コース）の個票  

（岩手県立盛岡第二高等学校）  

注1．3年生の4月当初にこのような個票に1人1人布望の科目を記入させたものである0従って2年までのところは  
既に履修した科目単位数で，3年の欄だけがこれから履修しようと思う科目と単位数である0   
2．当時は国語・体育・社会○印だけが必修で，その他はすべて選択である0  
3．普通科でも家庭関係科目を23単位履修している。  
4．筆者（清水）の記録による。  

注1）岩手大学教育学部研究年報 第37巻（1977）Pt．5p．31第3－1表参照。  

荘2）岩手県教育年報（昭和24年版）。   
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男女共学，小学区制一に基いてスタートしたのが，既報の第2表注3）に示したとおりであら  

た。この裏でもわかるように公立高等学校に「家庭に関する課程」は→つも設けられていな  

い。文部省でほこの時，被服科に食物科を加えて2つのコースの案を示している。   

当時現場では表2のような個票に各自の選択希望科目を記入させて提出させ，学校の教職員  

の構成や施設設備等を勘案して調整をした上で時間割を編成し実施するという手順で進めてい  

る。  

Ⅱ 一般家庭7・7時代（昭和24年から26年まで）  

1．ホーム・プロジェクト実験学校の指定   

昭和23年6月から9月までCIE（Civillnformationand EducationSection，民間情報教育局）  

にニューヨーク市立ハンターカレッジ家政学部長ルイス（Lewis，D，S）が来日，家庭科教育に  

ほ，「一般家庭」14単位をおきうち4単位をホーム・プロジェクト（Home Project以下H・P  

と略す）とすることと，家族関係の重要性を強調した。   

ルイス女史ほ同年7月下旬に岩手県軍政部教育課（当時はサンビルの現在地に県教育館があり，  

その建物を占拠して係官2名が指導に当っていた。）に来られ，県立盛岡高等学校白梅校舎（現盛岡  

第二高等学校）を東北地区の家庭科H・P実験学校（Demonstraion Center）にしたいという内  

交渉があり，同年11月に文部省から正式通達があった。当校ではそれに先立って昭和23年10月  

11日付で文部省学校教育局高等教育課長からつぎのような文書（筆者清水メモ）を受け取ってい  

る。  

H・P（家庭実習）法実験学校について  

ホーム・プロジェクト・メソッドの研究ほ我が国の新しい教育方法として極めて重要な事柄であるの  

で実験学校の目的達成の為その設備の充実費として，本省として本年度に於いて設備費の一部を国庫か  

ら補助するよう財務当局と折衝中であるが，予算の都合上その急速な実現が困難の見込なので本年度取  

敢えず特色教育施設として左記により少額でほあるが設備費の一部を補助することとする。  

申請書至急提出のこと。  

県においてもこれにおける経費を支出すること。  

なお，明年度ほ相当額を補助するみこみである。  

記  

家庭関係1校当15，000円以内  

農業関係1校当 20，000円以内  

（様式）  

文部大臣 宛  

申請者（設置者）名  

学校名  

一，施設の概要  

琵3）岩手大学教育学部年報 弟37巻（1977）Pt．5p．29。   
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二施設の内容と実施方法（備考）補助金額ほ計画の如何により，文部省で奄定する。   

三，右実施に要する経費の詳細  

四，二十三年度当該学校予算書  

この通達により県では昭和23年度にH・P施設経費として12万円，翌24年には21万8，500円  

を支給してユニットキチン等の費用に充当した鮒。   

学校としては直ちに第1学年28名の希望者によるH・P実験学級を組織し，研究に着手。指  

導組織としては地域社会の協力を得るため，つぎのメンバーによる顧問委員会を組織し，年2  

回会合を開いている。  

岩手県教育委員  

岩手県教育委員会教育長  

PTA会長  

日赤病院長  

久保学園々長  

盛岡友の会  

岩手女子専門学校教授  

県立柏高等学校長  

岩手県指導主事  

阿部トショ氏   

山中吾郎氏  

鈴木彦次郎氏   

南出英憲氏   

久保弥生氏   

青田幾世氏   

小林莫代氏   

木村 隆民   

地野のぶ氏   

顧問委員会からの主な助言はユニットキチンの設計や，生徒のH・Pに対するものである。   

翌昭和24年11月10日には，学校公開研究発表会を行った。CIEからはルイス氏の後に赴任  

した（昭和24年7月から26年6月まで）コロラド州立大学名誉教授モード・ウイリアムソソ（Dr・  

Maud Williamson）女史と文部省からは家庭科担当主任山本キク女史を招いて指導をうけた。  

1校時日は青岡教諭による1年D組（被服コース選択者）の「被服・家庭管理に関連あるH・P  

」2校時日は清水による2年H・P実験学級の「既習単元に関連あるH・P」についての授業  

であった。これと平行して桜井教諭によるクラブ活動（テーマはお客様の昼食の接待）も公開さ  

れた。当日のは全国の研究指定校から，東北各県から講堂一杯の参加者で非常な感銘を与え  

た注5）。後日山本キク氏から「全国優位の学校」という折紙をつけられ，参観者が毎日のように  

来校するという状態であった。指定をうけた当時の学校長は，堀川英書氏であったが，昭和24  

年4月に県教委指導主事室主任に掃出され，その後任として県立女子専門学校長と兼務で及川  

儀右門氏がその衝に当っておられた。   

昭和24年11月10日のH・P研究発表会の手引によって当時の「家庭科単元配当鼓」を紹介す  

ると表3のとおりである。   

－－－一 

注 4）『岩手県教育委員会，岩手県立盛岡高等学校家庭科ホームブコジェクト研究発表会の手引』（昭和24年11月10日）  
p．10より。   

琵 5）岩手県教育年報（昭和24年版）p．390   
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表3 家 庭 科 単 元 配 当 表  

（516）  

3－1一般家庭（食物）  

1住居の機能  

2 住居の選定  

3 間取り  

4 室内装美と家具  

5 住居の清掃  

6 住居と安全  

7 庭を生かすにほ  

8 社会共同生活における住居問題  

第
 
三
 
学
 
期
 
 

3－2 一般家庭（被服）  

家庭管理の重要性  

時間と労力の管理  

家務に対する責任の分担と協力  

日常生活のよい処理と準備  

家庭の収入  

家庭の支出と予算  

買物を上手にし物価騰貴を抑えるには  

上手な消費  

収入の余った場合不足した場合  

家庭の経済準備  

4
 
0
 
4
 
4
 
6
 
3
 
0
 
6
 
0
 
8
 
 

1
 
 

1
 
1
 
 
 
 
 
1
 
 
 

第
 
 
二
 
 
学
 
 
期
 
 

家
 
事
 
経
 
理
 
（
7
5
）
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3－3 実験学級ニケ年の単元配当表  

27   

盲盲＼→竺l  l  

／  
／   

／  
数l／一一  

保  

児  健  

2（18） 3（27）  

学
族
関
係
 
 

食  被  

物  服  物  

3（45）2（3け）l 3（45）   

5（75）   l  5（75）  時  数【 3（45） 2（30）   

住 家庭科ホーム・プロジェクト研究発表会の手引（昭和24年11月10日）0岩手県教育委員会・岩手県立盛岡高等学校  

2．昭和24年度の教育課程  

（1）実施までのこと   

昭和23年10月11日付地方長官宛「新制高等学校教科課程の改正について」という通達によっ  

て昭和24年度から全面実施の新教育課程の準備が進められ，24年1月にほ仙台において文部省  

主催の「新制高等学校教育課程研究協議会」が開催され往6），その主旨の徹底がはかられてい  

る。つづいて文部省から「新制高等学校教科課程の解説」（4月30日発行）が出版され，教科お  

よび単位数の基準（中間的）が示された。  

（2）家庭科の一般的履修方法について。   

昭和24年4月30日発行の解説書によれば「一般家庭I」は学校としては第一学年に7単位だ  

けおく。第一学年のとる家庭に属する教科ほこれだけである。「一般家庭I」は，第二学年に  

7単位おく。家庭の主婦となる生徒のためには，この二教科で十分であろう。一般家庭の内容  

は，家族・保育・家庭経理・食物・被服を含んでいる。これらの内容のうち，さらにどれかの  

部分について深く学習したい老は，第二学年または第三学年で家庭に関する他の教科を選択す  

ることができる。保育と食物および被服が第二学年から配当されているのは，一般家庭の14単  

位のうち，その第一学年の7単位のうちにこれらの基礎的な部分を含むことが基準になってい  

るからである。琵7）」と述べられている。   

一般家庭の目標の示し方は独立した1つの教科目としてではなく，家族・保育・家庭経理・  

食物・被服それぞれの教科に包含させている点が，昭和31年度版以降の家庭一般とはその扱い  

方を異にしている。（衰4参照）当時学校現場では「一般家庭I」を食物コースと呼び「一般家  

庭I」を被服コースと呼んで，表3の例にあるような単元配当によって実施していた（普通課  

程の家庭コースの例である）。当時はひとつつの教科の内容をできるだけこまぎれにすることを  

注6）岩手県教育年報（昭和24年版）p．57。  
注7）文部省学枚数育局『新制高等学校教育課程の解説』p．62。   
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清潔，家具，  
器物の手入  
れの興味  

単元6住居と安  
全  

単元7庭を生か  
すにほ  

単元8社会共同  
生活におけ  

－  る住宅問題  

注 各年次告示の学習指導要領による。  

さけることで教育効果をあげる方針がとられており，家庭科に限らず5単位教科が殆どを占め  

ていた。表5ほ当時の家庭科履修計画の一例で，4名の教師の分担表も下欄に示した。  

表5 昭和24年鹿家庭科履修計画（盛岡第二高校）   

内容【時間配当  
‾一「  

㌻盲折盲首  学 年  1蒜ラス計数料  

被
家
家
 
 
食
保
住
 
 

学  

年
 
 

2  年  蓼  3  年 l持時間計  担当教師（専門）  

（備考）クラス数は1年－5クラス，2年－5クラス，3年3クラス，教師1人平均持時間は16・5時間と  

なる。他にH・P指導あり。選被服，選食物ほ，それぞれ選択被服，選択食物のこと。  

注 筆者（清水）の記録による。   

（3）家庭に関する課程。  

通常の課程（定時制に対する意味でこう用いている）における職業関係の学科課程に初めて単位   
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制が採用されたのがこの年度以降で付表Aのような移行措置が取られている。   

付表A 移 行 措 置 表  

3l  

i第   
第 一 学 年  

85単位履修を卒業条件と  

する。  

学 年 】 第 三 学 年  

普 通 課 程  

この学年において28単位  
以上を履修するものとす  
る。  
ただし85単位履修を卒業  
条件としない。  

85単位履修を卒業条件と  

する。  

1  

職 業 課 程F 同  上  

l  

注 文部省学校教育局『新制高等学校教科課程の解説』。  

この学年において28単位  
以上を履修するものとす  
る。  
ただし85単位履修を卒業  
条件としない。  

同  上   

さて職業課程を編成する場合の主要目標は当時どのように考えられていたかというと，前掲  
解説書につぎの点が強調されている。   

① 民主社会の有能な成員としての一般教義の上に，農業・工学・商業・水産・家庭その他  

表6 家 庭 に 関 す る 課 程 の 例  

被 服 課 程 i 食 物 課 程  保  育  課  程   
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の職業に従事するために必要な実際的能力を身につけさせること。   

② 実力ある職業人として生活を営むことができるように青年を援助すること。   

③ 社会に貢献することを義務と感ずる態度と，そのような貢献をなすに必要な能力を養う  

こと。   

これらをうけて家庭技芸教育の目標は，「新制高等学校家庭技芸教育は，生徒をして家庭技  

芸に関する職業に従事するのに必要な実際的知識技能を身につけさせることを目標とする。」  

として，その範囲には保育・栄養・食品・被服・手芸その他の活動が含まれるとなっている。  

そうして教育課程の例示は，保育と食物と被服の三課程で表6のとおりである。   

また，当時ほ，封建的家族制度忙かわって民主的な家族のあり方を強調すること切なるもの  

が，新制高等学校の教育課程編成の方針に脈打っており，それが女生徒に対する職業教育とい  

う項で特に強調されている。荘8）然し，ここでうたわれている「家庭は職業と同様に考えられ」  

とか，「家族のような教科は男女に開放すべき」などは，理想的方向性としてほうなずけて  

も，当時の一般の人々の支持ほ得られず，家庭技芸課程の不振を招くひとつの要因をつくり出  

したとも言えよう。  

3．昭和26年改訂版学習指導要領一般婿  

（1）おもな改訂点   

昭和22年度に発行された学習指導要領一般編（高校ほ前述の局長通達で補遺）の改訂版として，  

昭和26年7月10日に出版された。一般福（試案）に示された教科課程表は表7のとおりである。  

表7 高等学校教科・科目・授業時間数および単位数表  

学  年  別  の  例  
教  科  科  目  総時間数（単位数）  

第1学年l第 2 学年 r 第 3 学 年  

＼
′
 
 
ヽ
－
．
 
ヽ
J
 
 
ヽ
ノ
 
 
 

5
 
5
 
5
 
5
 
 
 

し
 
 
′
l
＼
 
．
．
1
＼
 
 
し
 
 

5
 
5
 
5
 
5
 
 
 

7
 
7
 
7
 
7
 
 
1
 
1
 
 
1
 
1
 
 

物
化
生
地
 
 

理
学
物
学
 
 

175（5）  

175（5）  

175（5）  

175（5）  

理  科  

注8）岩手大学教育学部研究年報 弟37巻（1977）pt．5 pp．27～2S   
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150（3）  105（3）   105（3）  315（9）385（11）   

70（2）  

70（2）  

70（2）  

70（2）  

70（2）  

70（2）  

70（2）  

70（2）  

音
図
書
工
 
 

70（2）  

70（2）  

70（2）  

70（2）  

70（2）210（6）  

70（2）210（6）  

70（2）210（6）  

70（2）210（6）  

247（7）  

70（2）  

175（5）  

175（5）  

一 般 家 庭  

家  族  

保  

家 庭 経 理  

食  物  

被  服  

245（7）  245（7）490（14）  

70（2）  

70（2）140（4）  

70（2）140（4）  

175（5）350（10）  

175（5）350（10）   

70（2）  

70（2）  

140（4）  

175（5）  

175（5）  

家  庭  

175（5）  

175（5）525（可 175（5）175（5）  175（5）   外  国  

210（6）～525（15）  

210（6）～700（20）  

140（4）～350（10）  

105（3）～175（5）  

105（3）～350（10）  

105（3）～350（10）  

105（3）～350（10）  

175（5）～525（15）  

105（3）～525（15）  

105（3）～350（10）  

105（3）～525（15）  

70（2）～350（10）  

70（2）－210（6）  

70（2）～420（12）  

210（6）～735（21）  

105（3）～525（15）  

70（2）～105（5）  

保  育  
保 育 実 習  

小 児 保 健  
小 児 栄 養  

栄  養  

食  品  

献  立  

調  理  

210（6）←525（15）  

210（6）～700（20）  

140（4）～350（10）  

105（3）～175（5）  

105（3）～350（10）  

105（3）～350（10）  

105（3）～350（10）  

175（5）～525（15）  

105（3）～525（15）  

105（3）～350（10）  

105（3）～525（15）  

70（2）～350（10）  

70（2）～210（6）  

70（2）～420（12）  

210（6）～735（21）  

105（3）～525（15）  

70（2）～105（5）  

家  庭  

技  芸  

大  

食  

被  

被  

炊
経
財
経
 
 

量
物
服
服
 
 

事  

理  

料  

理  

色  彩  

匠  

仕  立  

手  

被  服  史  

家庭技芸に関す  
るその他の教科  

その他特に必要な教科  

『学習指導要領一般編（試案）』（昭和26年改訂版）P．詣，P．40  注 文部省  

前掲「新制高等学校教科課程の解説」の中での高等学校教科課程蓑と余り変っていないが，  

履修の方法についての説明文がつぎのようになっている。すなわち「家庭科に属する科目でほ  

I 第1学年に一般家庭がある。一般家庭7単位は第1学年か2学年でとることになるが，7単位  
のうち5単位は学校で学習し，2単位ほ家庭実習として課することが望ましい。…（中略）…  
ヽヽヽヽヽ  
選択科目の注9）基礎として一般家庭を少なくともまず7単位選択するように指導されたい。」と  

あり，これを現場では7単位でよいのだと解釈する傾向が出てきて，以後14単位開港していた  

学校でも7に止めるところがでてきた。  

注9）傍点部分の字句は聾者記入。   
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この年の9月はサンフランシスコ平和条約が締結され，戦後教育史も新局面を迎える。文部  

大臣もそれまでの学者文相時代から党人文相時代に入り，文部省自体もそれまでのサービス機  

関的意識から，除々に上意下達的な考え方に変って行く。学習指導要領の「試案の文字もこの  

時の改訂版を最後に消えて行くことでも歴史の曲折を知ることができよう。   

この改訂ではっきり打ち出されたのは，一般教育としての「家庭」と専門教育としての「家  

庭技芸」の区分を明確にした点と，ホーム・プロジェクトや学校家庭クラブ活動の教科学習上  

の位置づけを規定した点とである。家庭技芸関係の科目名とそれぞれの総時間数（単位数）を  

設定し，職業課程の・Ilの位置を明確にしておく必要を生じたのは，その年の6月11日付で制定  

をみた産業教育振興法の適用をうけることとの関係があったことにもよると考察される。ま  

た，ホーム・プロジェクトと学校家庭クラブの指導の強化は昭和23年度16校，24年度25校，25  

年度45校 26年度38校が実験学校として指定され，一応の成果がまとまった時点で，それをふ  

まえての普及徹底の意図によったものであろう。昭和27年5月5日文部省発行の「家庭科ホー  

ム・プロジェクトの手引」には，盛岡高等学校のユニットチキン2セットの写真（都市向・農  

村向）と説明が掲載されている。つづいて昭和28年5月10日には「家庭クラブの手引」が出さ  

れ，これら個別化の原理に立ったホーム・プロジェクトと社会化の原理による学校家庭クラブ  

活動とは，家庭科教育の指導を支える二本の柱としてその地歩をかためて行くことになる。  

（2）当時の家庭科履修状況   

昭和27年度の本県女子生徒の家庭科選択状態は82％の生徒が学習しており，その中の約8割  

が7～14単位の範囲で一般家庭をとっているという実態であった。注10）戦後の占領政策下にお  

いて強調されてきたいわゆる高校三原則も一つずつそのもろさを示しはじめ，教育課程の編成  

方針も，5単位科目に対する批判や，選択から必修強化へという動きのきざしが表われはじめ  

てきた時である。   

昭和28年度入学生の三年間の履修科目と単位数については，県内女子高校3校の訪問調査結  

果を（表－8）に示す。盛岡第二高校でほ7単位一本のコースになっており，他の二校はいろ  

表8 全 日制公立普通科の教育課程一覧  

8－1昭和為年度入学生在学期間  

）
 
 
 

1
 
 
 

2
 
 
 

（
 
 
 

）
 
 
 

3
 
 
1
 
 
 

（
 
 

（
 
 

（小  計）  

一般社会  

日 本 史  

世 界 史  

人文地理  

5
 
5
 
0
 
5
 
 

5
 
5
 
5
 
0
 
 
 5r 5  

05  
、
－
ノ
 
 
 5
 
 
 

1
 
 
 

（
 
 

＼
 
 
 

5
 
 
 

1
 
 
 

し
 
 
 

）
 
 
 

5
 
 
 

1
 
 
 

（
 
 

．
1
1
 
 

）
 
計
 
 

空り 
一 

注10）清水房「わが県の実情から」（『家庭科の新動向』，53．5．20）p．23。   
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（15）F叫（10）l（15蒜）‡（5）】（15）l（10）l（5）  （小  計）   

26＝誹4～22靂  

】
－
し
 
 
－
 
 

＝ ∴高．．  

Ol（5蒜）！0】0；（占～1めトトl（5）  叫（10；）ト1（5）l（10）  （小  計）  

合  計 】92ト90【92】92】92192l90l92岳94l92】94l94  

在  籍  数  

全 体 比（％）  。…：；l（；；）  
注 表8～1から，表8～4は昭和53年5月各学校訪問調査による（清水，大森）。・‥△選択科目の組み合わせ記号  

8－2 昭和31年度入学生在学期間   
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8－3 昭和38年庶人学生在学期間   

＼ ＼、＼草ぞ名l盛岡第  花  巻  南  

単位数l 女  子  女  子  

語
－
Ⅰ
 
 

国
乙
乙
 
 

代
典
典
 
 

現
古
古
 
 
（小  計）  

（14） L （13）  

（小  計）l（4）（7～4）l（6～4）l（10～8）l（8～6）－ （4）1（10）   
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合  計 」103l lO2i 99 】 99 l 99 l lO2l lO2  
在   籍   数  

全  体  比（％）  

注1）＊1家庭一般4単位履修者・・57名家一・手芸計6単位履修者…47名 ＊2家一・被Ⅰ・食Ⅰ・手芸  

計10単位履修老…18名 家一・食Ⅰ・手芸・商簿計10単位履修老…21名 家一・食Ⅰ・商簿計  

単位履修老・■・15名 ＊3家一・食Ⅰ（被Ⅰまたは手芸）計8単位履修者…詣名 家一・食8Ⅰ計  

6単位履修老…26名  

注2）＊家一，被服，食Ⅰはそれぞれ，家庭一般，被服I，食物lのことである。商簿ほ商業簿記の  

ことである。  

8－4 昭和48年庶人学生在学期間  

（小  計）l（20）  

計）J（9）f（15）】（12）l  

体  

保   

（小  （9）   
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1  

音楽美術   
品   

英  語B  

97 】 97  弓  97 1 92 1 88  92 】 77  

合  計  

在  籍  数  

全  体  比（％）  

6 】 96  

（1；；（三；；  

いろの教科と組み合せて生徒の希望によるコースを設定した教育課程の編成を行っていること  

がわかり，当時の教務関係者を中心とした，教師の苦心のあとがうかがわれる。  

（8）文部省産業教育研究指定校第1号（紫波高等学校）   

産業教育振興法第三条の二号「産業教育に関する教育の内容及び方法の改善を図ること。」  

にもとずく施策として，国は産業教育研究指定校の指定を各県の申請によって設置した。本県  

のこの種の家庭科研究指定校の第1号は，昭和28年度指定の県立紫波高等学校で研究テーマは  

「食生活の改善の研究」で農村地域に立脚した研究である。当時新設の家庭課程の教育課程は  

表9－1のとおりで，同校の一般家庭の単元名と配当時間を示せば表10のとおりである。  

表9 家庭に関する学科の教育課程   

9－1昭和為年度入学生在学期間   
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注1）表9～1から表9～4は昭和53年3月より～5月までの間各学校長投出の資料による。   
2）日詰…現在は紫波高校，（昭和30年9月文部省指定校報告書112貢より）久慈…現在は久慈農林高校，黒沢尻・・・  

現在は北上農業高校，岩谷堂‥・現在は岩谷堂農林高校  

9－2 昭和31年度入学生在学期間  

教   
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保 育・家 族  

家 庭 経 常  

被 服 材 料  

被 服 経 理  

什  、 

手 芸・染 色  

（選 択洋裁）  

（服 装美術）  

2
齢
2
 
 

（
家
 
 

引
理
理
 
 

化
心
原
 
 

品
塞
育
 
 

は
児
保
 
 

庭
）
 
 

105】97‡1102】1021101  計   L 96】96【1081105と100王106981100  

注 日詰…現在は紫波高校（火災のため記録なし），久慈…現在は久慈農林高校．岩谷堂…現在は岩谷堂農林高校。   
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9－3 昭和38年度入学生在学期間（農業に関する学科（（生活科））を含む）   

家庭一般  

被 服 1  

被 服¶  

食 物l  

4
 
6
 
5
 
6
 
4
 
4
 
3
 
 
 

被服材料L2～6蚤  

手   芸  

（被  服）  

栄   養  

食   品  

食品衛生  

（小   計） （37）】（36）ll（32）j（30）】（30）l（34）（27）【l（38）l（45）】（32）】（42）  

2′－12  

2′－12  

2′－12  

2′－4  

2′－6  

2～6  

2′－12  

2′－8  

2′－10  

2～10  

作   物  
園   芸  

畜   産  

作物保護  

農畜産加工  

農業機械  

農業経営  

養   蚕  

食品化学  
農業一般  

（  

＿Z－  

の   

他  の   

蓉 業  
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（小  計）  

その他の科目  

合  計  

注 △…家政コース．0…食物コースを示す。  

9－448年度入学生在学期間（農業に関する学科（生清科）を含む）  

琶こ＼二項憂麹  ＼、二÷学科別  ： ．i ・．  －：j、：－  食物科  

広
田
水
産
照
1
1
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岳
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農
林
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芸i芸i芸   

一
閃
修
紅
 
 

宮古 水産  
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9   6  

教科・科［1  

国   語  
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数   学  
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保健体育  

芸   茸  

外 国 語  

ハ
U
 
O
 
6
 
6
 
8
 
0
 
6
 
 

1
 
 
 

1
 
 
1
 
 

教  

l  

99  6  

8】8 99  

（小  計）  

家庭一般  

被 服 Ⅰ  

被 服 Ⅱ  

食 物1  

食 物 Ⅱ  

保   育  

家庭経営  

被服材料  

被服管理  

服飾デザイン  

被服製作  

手   芸  

栄   養  

食   晶  

食品衛生  

食物管理  

献立調理  

集団給食  

（衛生法規）  

公衆衛生  

▲
4
 
6
 
4
 
6
 
4
 
3
 
3
 
 

4
 
4
 
6
 
6
 
4
 
2
 
 5

 
3
 
2
 
2
 
 

8
 
3
 
1
 
2
 
 

3
 
 
 
 
2
 
3
 
2
 
2
 
 

0
 
0
 
 
 

1
 
3
 
 

0
 
4
 
 

一
‖
J
＝
り
】
 
1
 
8
 
 

1
 
 
 

5
 
4
 
5
 
 
 
 
8
 
4
 
 

1
 
 

5
 
5
 
5
 
 
 
 
（
）
U
 
4
 
 

1
 
 

6
 
2
 
1
 
4
 
 

1
 
 
1
 
2
 
1
 
4
 
2
 
 

（
む
 
2
 
1
 
5
 
 

1
 
 

」
矧
「
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（食品加工）  

小児保健  

児童心理  

児童福祉  

保育原理  

保育技術  

0）l（0）！（2）「（5  男2）【（0）：（25）ぎ（25）l（28）」（25）l（28）！榊（0榊叫（0）ど（0）  （′J、  計）！（4）  ㈲
「
 
 
 

「▲ 

㌃両村両町可率   －－－iい－こ一ItIご1＝hl－一川－∵ミ■さlい∴一Tl－リ＝t「一・  

注 科目の（）は学習指導要領に掲載されていない科目。  

表10 「一般家庭」単元一覧表（昭為）  

物  l  被  服    住  

15  
r繁華？日学竺  

私達の日常着  10  

a 私の被服計画  

b 下着のととのえ方及び作法  

について  

日常着の製作  45  

a ブラウス  （25）  

b スカート  （20）  

被服の手入保存  10  

65  

住まいの機能  

間取り  

住い方の工夫  

これからの住宅  

2
 
7
 
4
 
2
 
 

日常食の計画とその調整 30  

日本人の食糧構成  5  

15  

保   

乳幼児の発育  

乳幼児の栄養  

乳幼児の世話  

育  1 経 理・管 理  看  

家庭の収入  

家庭の支出  

収支の調和  

家族の健康と衛生  3  

家族の病気とその手当  7  

乳幼児疾病の応急手当  3  家庭生活の将来に備えて  2  

家庭管理の役割  2  

能率的な生柄  

20  10  

注 紫波高等学校研究報告書（昭和28年度文部省指定）。   
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Ⅲ 「家庭一般」4の時代（昭和31年度）  

1，改定への動き   

昭和26年7月10日発行の「学習指導要禎一般編（昭和26改言†版）」のうち高等学校に関する  

部分が政吉丁され，昭和30年12月5日に高等学校学習指導要領一般編の昭和31年度改訂版とし  

て，昭和31年度の第1学年から学年進行をもって家施される。改訂の動機は，それまでの大単  

位制への反省と大幅な選択制による教員数・施設の問題や生徒個々の選択が，悪意的なものに  

なり，系統的な指導を行いにくい等，運営上や学習指導上から種々の問題が提起されたことで  

あった。こうした動きの中で文部省ほ教育課程審議会の3次にわたる答申を受けて改言了した。  

本書のまえがきに改訂の際，意を用いた点として7項目が列挙されている。第1の完成教育と  

いう立場をとったのは，当時の我が国の高等教育進学率は僅か10％に過ぎない実態からであろ  

う。また，第7では普通課程における芸術・家庭およびその他の職業に関する教育の充実をう  

たっている。  

2．一般編について  

（1） 〃さしあたり〝について   

教科科目学位数（指導時間数）表は，表11に示したとおりであるが，本文の備考（6）家庭科の  

項の桝として「家庭一般．」を「家庭に関する課程」以外の課程において履修させる場合ほ，教  

表11教科，科目および単位数（指導時間数）表  

位  数 （指導時間数）  

時間  単位  時間  

（315）  ないし 10 （350）  

（70）  ないし  6 （210）  

（70）  ないし  6 （210）  

国  語 （甲）  

国  語 （乙）  
国  

文 ヨ  2  

霊
惣
芸
芯
霊
 
 

（105）  ないし  

（105）  ないし  

（105）  ないし  

（105）  ないし  

会 ≒   3  

5
5
5
5
9
3
5
5
一
5
5
5
5
 
 
 

地
 
 

本
界
 
文
 

日
∴
匹
人
〝
数
数
数
応
 
 

． 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
■ 
 

学
 
 

6  （210）   または  

3  （105）   またほ  

3  （105）   またほ  

学 1  

（175）  

（175）  

（175）  

（175）  

（105）   または  

（105）  または  

（105）  またほ  

（105）   または   

（245）   ないし  

物
化
生
地
 
 

3
 
3
 
3
 
3
 
 

理
学
物
学
 
 

9  （315）  

2  （70）   
保 健 体 育  
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音
芙
工
書
 
 

術
 
 

4
 
4
 
4
 
4
 
 

†
小
 
†
n
、
て
い
 
し
エ
 
 

ま
 
ま
 
ま
 
ま
 
 
 

ヽ
′
 
 
ヽ
，
 
 
ヽ
一
 
 
1
－
′
 
 

0
 
0
 
ハ
U
 
O
 
 

7
 
7
 
7
 
7
 
 

′
■
＼
 
一
＼
＋
′
一
＼
 
一
．
＼
 
 

2
 
2
 
2
 
2
 
 

楽
術
芸
道
 
 

（140）または 6（210）  

（140）またほ 6（210）  

（140）または 6（210）  

（140）  またほ 6（210）  

第
 
第
「
 
 

語
 
 

国
 
 

＋
 
 
外
 
 
 

語
 
語
†
般
 
 

15 （525）  

4 （140）   

4 （140）  

（105）  ないし  

（70）  ないし  

寡
二
被
食
保
家
 
 

10  （350）  

10  （350）  

5  （175）  

5  （175）  

（70）  ないし  

（70）  ないし  

（70）  ないし  

（70）   ないし  

・
服
 
 

伎
艮
 
 

H
り
月
 
 

被
被
意
仕
手
被
 
 

…
‖
 
 

6  （210）  

10  （350）  

10  （350）  

18  （630）  

1‘1 （490）  

4  （140）  

付
経
 
 

料
理
匠
立
染
史
 
 

（70）  ないし  

（70）  ないし  

（70）  ないし  

（210）  ないし  

（70）  ないし  

（70）  ないし  

2
 
2
 
2
 
6
 
2
 
2
 
 

養
品
生
理
理
事
 
 

衛
経
調
炊
 
 

品
物
立
豊
 
 
 

栄
食
食
食
献
大
 
 

Ⅳ
 
 

（105）  ないし  

（105）  ないし  

（70）  ないし  

（70）  ないし  

（210）  ないし  

（105）  ないし  

8  （280）  

8  （280）  

6  （210）  

6  （210）  

18  （630）  

6  （210）   

6  （210）  

6  （210）  

6  （210）  

6  （210）  

6  （210）  

14  （490）  

18  （630）  

3
 
3
 
2
 
2
 
6
 
3
 
 

家
 
 
 

健
養
理
題
理
術
習
る
目
 
 

す
科
 
 

保
栄
心
関
原
技
実
閑
の
 
 

に
他
 
 

兜
児
童
室
育
育
育
 
 庭
の
 
 

小
小
児
児
保
保
保
家
そ
 
 

Ⅴ
 
 

（70）  ないし  

（105）  ないし  

（70）  ないし  

（70）  ないし  

（70）  ないし  

（140）  ないし  

（210）  ないし  

注  1）Ⅰはすべての女子に履修させる科目。  

2）Ⅰ～Ⅴは「家庭に関する課程」以外の課程で選択させる科目。  
3）家庭に関する学科においてはⅠは家庭課程，且は被服課程，Ⅳは食物課程，Ⅴは保育課程の履修科目。  

4）表中の点線とⅠ，Ⅰ，∬，Ⅳ，Ⅴは筆者記入。  

ヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽ 
ヽ 員や施設・設備等の関係でやむをえないときにほ，「さしあたり2単位まで減ずることができ  

る」（傍点ほ筆者）とあり，傍点部分の表現が，’’2単位でもいい”と解釈されることの無いよ  
う，既に第二次答申の発表後に30学第1S号昭和30年7月4日付，岩手県教育委員会教育長名で  

各公立高等学校長宛に通達を出し（八重樫誠輝知指導主事の起案による），全日制普通過程につい  

ての第4で「女子に対し家庭科（四単位）を履修させることが困難な場合は，事由を具して本  

庁に申出で，承認を得るようにせられたい。王と記したのである。また，高等学校長会議，教  

頭・教務主任・家庭科担当教師等あらゆる学校関係者の会合において，あくまでも「芸術科」，   
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「家庭科」，「農業科」，「工業科」，「商業科」，「水産科」のうちから6単位以上履修が  

原則であって，“さしあたり＝ほ，何としてもやむを待ない場合のみのことであるという説明  

が行われた。  

（2）“望ましい＝について  

表現上の問題をめく小ってのもうひとつの点は，「女子についてほ，『家庭科』の4単位を履  
ヽヽヽヽ  

修させることが望ましい」の傍点部分について，前提となる6単位履修の原則の上に立って解  

釈せずに，この項だけをとり出して弱い表現だとする解釈があり，問題をかもしたのである。  

3．家庭科編について  

昭和31年2月1日「高等学校学習指導要領家庭科編が24年仮の改言丁版として発行され昭和31  

年度の第1学年から，学年進行により実施となる。この改訂の要点は①従来「家庭」と「家庭  

技芸」の2教科であったのを「家庭」の一教科にまとめ，家庭生活に関する内容を総合的に学  

習する科目（家庭一般）と，専門的に学習する科目（表11中被服以下の科目）に分けたこと。当時の  

家庭一般の目標と内容項目については表4に示したとおりである。②2の（1）でもふれたが，全  

日制の普通科のすべての生徒に，芸術科，家庭科，職業に関する教科のうちから6単位を履修  

させる。この場合女子についてほ，家庭科の4単位を第1学年から履修させることが望まし  

い，とした。そうして2単位ずつの分割履修もできるとしたから進学重視の学校ではこれに傾  

いた。  

4．研究指定校について  

（1）水沢農業高等学校（昭和訓年度指定）  

「地域に即した家庭課程のカリキュラムの研究」というテーマで地域課題の解決をめざして  

研究を進め，昭和32年2月10日発行で研究報告を出版している。これによって家庭科学年別単  

元一覧（昭和31年）を，当時のこの種の学校における家庭課程の一例として表ほに示す。時あた  

かも31年度からの改訂学習指導要領の実施を控え移行期の取り扱いで複雑なカリキュラムとせ  

ざるを得なかったものと思う。  

表12 家庭科学年別単元一覧（昭31）（家庭課程の例）   

・・ 

・・ 7t 
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1食品群の摂取基準  

2 調理の実習とその理   
論  

3 日常の食品と献立  

4 食生活の改善  

5 乳児の取扱と改善  

1 消化吸収  

2 栄養所要量と栄養基   
準量  

3 食品と調理  

4 台所の施設設備及燃   
料  

5 調理  

6 食生活の改善  

1 行事食と饗応食  

2 各種様式の調理  

3 特殊栄養  

4 食品衛生  

理  

6 食生活に関する諸問  
5 家庭に於ける食物管        題  

9
 
7
 
 
 
0
 
2
 
9
 
 

3
 
 
 
2
 
 
 
 
1
 
 

27  

40  

14  

6  

14  

4  

（1）  た
検
 
し
の
 
 

と
清
 
 

心
生
 
 

中
食
 
 

を
の
 
 

家
土
 
 

我
郷
 
 

1 妊娠と分娩  】12  

保   

家   

族  

討  

（2）食事調整の設備施  
設の改善  

2 乳幼児の心身の発達  
と世話  

3 児童問題  

4 育児法の改善  

5 自己と家族  

6 明るい家庭の建設  

64  

6  

10  

20  

28  

21  

Z∋  

16  

24  

21  

（28）  

（47）  

6 家族相互間の調整  

1家庭生活と家庭経営  

2 我が家の経済の合理  
化  

3 社会への貢献  

4 家事労働の合理化  

5 住居の管理  

6 合理的な家庭経営  

1 子供服  

2 家庭着  

3 働き者  

4 防寒着  

5 自由製作  

・情緒的，知的発達の  
正しい導き方  
・農村に於ける遊びの  
合理化とよい躾  

・保育の意義と歴史  

・児童の観察診断法  

・保管の基準及び法規  

児
童
原
理
 
 家庭生活の改善と特殊  

技術の練磨研究  

クラブの発展  

35   

よいクラブ員にならう  クラブの事業  

注 岩手県立水沢農業高等学校研究報告書 pp178～179   

（2）盛岡第二高等学校（昭和32年度指定）   

「高等学校普通課程における家庭科の運営について」というテーマで緻密な研究計画と着実  

な実践によって，昭和34年10月に研究成果の報告を行っている。その中から「家庭・一般」の教  

育課程を当時の女子系高校で実施した一例として表13に示す。文部省（指導書）のプランと県  

表13 家庭一般の指導要項（文部省，県基準との比較）  

13－1 被  服  

文  部  省（指導書）  県  基  準（単元例）  

指導要項 桓間数  指 導 要 項  指 導 要 項   

衣生活の改善  

日常被服の製作家習  

ブラウス  ∈（12）  



（539）   

・スカート  

・ワンピースドレスへの   
応用説明  

・簡単なジャケット  

岩手県における高等学校家庭科の戦後史（第2報）  

・ブラウス  

・スカート  

・ワンピースドレスへの   

応用  

・ベスト  

日常着一般の着方・手入  

・ベスト  

・ワンピースドレス  

6  」竺竺L 計  は  

13－2 家庭経営  

文  部  省（指導書）  本 校 実 施 内 容  県  基  準（単元例）  

指 導 要 項  指 導 要 項  

家庭生活の意義  

能率的な家庭生活  

望ましい住生活  

計画的な経済生浩  

地域社会における家庭生  
活の風習とその改善  

3  

13  

6  

1  

】23時間l   計  計  l24時間1  計  

13w3 食  物  

文  部  省（指導書）  本 校 実 施 内 容  県  基  準（単元例）  

指 導要項 桓間数  指 導要項」時間数  指 導 要項 桓間数  

食品群別摂取量の基準と  
献立  

日常の食品とその調理実   
習及び理論  

食品群別摂取量基準と献  
立  

日常食品とその調理  

（1）日常食品とその調理  
理論  

（2）調理実習（8回）  

食生活の改善  

食品群別摂取量の基準   

日常食の献立  

日常食品とその調理   

調理実習（11回）  

食生活の改善  食生活の改善  

計  【45時矧  計  計  l46時間  

13－4 保育・家族  

本 校 実 施 内 容  文  部  省（指導書）  県  基  準（単元例）  

指 導 要 項  

乳幼児の保育の現状   

乳児の身心の発達とその  
生活及び扱い方 （乳児の栄養を含 

む）  

幼児の生活の特徴と導き  
方の注意  
育児法の改善  

1  

11  

4  

1   
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2
 
2
 
1
 
3
 
 

0
 
 
4
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育児と結婚  

結 婚  

衣食住，その他に関する  
家族相互の調整  

育児と結婚  

家庭と家族  

衣食住その他に関する家  
族相互の調整  

両親の健康と育児  

子供に及ぼす家族の影響  

保育の社会化  

衣食住その他に関する家  
族相互の調整  

計   l24画  計  l錦間【   計   l25時間  

文部省産業教育研究指定校・家庭科研究集録『高等学校普通課程に於ける家庭科の運営について』（1959年10月岩  注  
手県立盛岡第二高等学校）pp．138～140   

基準のものと対比してあることで，この学校の特色も明確になる。教科別時間配当は①中学校  

家庭科との関連（入学時のテスト結果も考慮した）②生徒の家庭生活実態③生徒の父兄の意向調査  

等から考えて，経営・保育に重点をおいた編成となっている。オリエンテーション並びにホー  

ム・プロジェクト指導の為に特に時間を8時間割り当てていることなどに特色がみられる。な  

お，当時のこの学校の進学率ほ30％台で52年度99％とほ隔段の開きである。  

5．調査資料について  

（1）岩手県家庭科教育協会の調査   

昭和34年7月1日現在の調査で県内全日制高校43校と定時制高校の計87校についての調査結  

果から当時の家庭科の教育課程の実態を考察してみることとする。   

① 当時の「家庭一般」の履修状況は表14のとおりで，全日制で43．5％，定時制で67，3％，  

表14 家庭一般履修状況について  

履  修  率   
桓）／伍）×100  

43．5  

女子生徒数  
伍）  

家 庭 一 般  
希 望 人 員垣）  

課   程  別  学  校  数  

全  日  制【  43  

定  時  制  1，380 1  67．3  

14，486  6，785  46．8   

注 岩手県家庭科教育協会の調査結果。（S．34．7．1調査）  

全体でほ46・8％と50％を割る低率である。前述の7年前の昭和27年度調査結果の82％の女子生  

徒が履修していた実態と比較し，約35％の激減である。31年庶政言丁後の評価がここに表われ，  

35年政吉丁（女子に4単位必修）への足場となる。②1年でまとめて4単位履修していると答え  

たのほ約6割で残りが分割履修。③ 2単位だけというのが，全日制で11％，定時制で2．2％  

という実態である。  

（2）大学進学率と家庭科   

一般家庭選択7・7時代から，家庭一般4単位必修の方向に動いてきた背景に，高校女子生  

徒の大学進学という問題が介在しているのでほないかと考え，戦後30年間の大学進学率を全国  

のそれと対比してグラフ化し，それに3年前の女子の中学卒業者と高校入学者の実数をスライ  

ドさせて組み合わせ，更に指導要領の改訂時点をとってみたのが次に示す図である。これによ  

ると岩手の女子高校生の大学進学率ほほば横這い状態を続けており，昭和40年代からはむしろ  

実数で8，000人ぐらいの生徒ほ高校を完成教育としているか，進学したとしても大学学部・短  

大以外のところに行っているという実態である。昭和31年度政吉丁の頃の進学率ほ僅か13．0％，   
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51  

表15 岩手県立盛岡第二高等学校卒業生の進路状況  

15－1大学・各種学校合格者数（過年度卒を含む）  

15－2 就職状況   
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15－3 卒業者数に対する進学，就職者数比（％）  

遠壷二±；；至聖  
37l38「391叫41l42j  333射3536  

大学合格者比B／A  

各種学校合格者比C／A  

就職者数比D／A  

4
 
7
 
1
 
 

6
 
1
 
3
 
 

全   速両す寸小雨6両うオら司  可111rl12何句i妄司完   10211111129】135  

注1）昭和48年慶一昭和52年度岩手県立盛岡第二高校『進路の手引』（昭和52年度版）より。  
2）それ以前については学校進路指導主任の資料による。  
3）大学及び各種学校合格者は1人で2校以上合格したものも含む。  

全国のそれはもっと低く5％程度に過ぎないという実態である。然し，盛岡第二高等学校の例  

（表15）にみるとおり，それぞれの学校のもつ性格によって進学率の変化の様相も異なるから，  

各学校の実状にそいながらよりよい方向をめざして，教育課程の編成ほなされなければならな  

い。  

Ⅳ 「衷庭一般」4単位原則必修時代（昭和38年度実施）   

1．改訂の結果   

文部省は昭和35年10月15日付で，学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）の一部を改正  

し，「学校教育法施行規則の一部を改正する省令」（文部省令第16号）として公示し，同日付け  

官報に文部省告示第94号として新しい高等学校学習指導要領が公示された。ここに至るまでに  

文部省でほ昭和33年秋に作業を完了した小中の教育課程との一貫性をほかる必要から，昭和34  

年7月28日で付松田竹千代文部大臣から教育課程審議会に対し「高等学校教育課程の改善につ  

いて」について諮問を行っている。これに対する答申ほ，昭和34年11月に中間発表を行って広  

く一般の意見を聴き，最終的に昭和35年3月31日付でなされている。この基本方針をうけて教  

材等調査研究会でほ各教科等の小委員会に分かれて各教科等の目標，内容などについて研究を  

重ね，その結果を高等学校学習指導要領改訂草案として，昭和35年6月15日発表し，これに対  

する各都道府県教育委員会や大学等に送付し広く意見を徴し，10月に成案をうるという運びで  

あった。  

2．改訂の基本方針と家庭科教育   

前述改正規則の付則1注l－）をうけて，昭和38年度入学の第1学年から学年進行に伴って実施  

された学習指導要領の改訂のねらいは①小・中・高等学校の教育課程に一貫性をもたせるこ  

と。②昭和31年度の高等学校教育課程の精神をいっそう徹底すること。③時代の進展に即応す  

るようにすること。の3点である。以上3点のねらいをうけて総則編第2案第2節において14  

項目にわたる改訂の基本方針が述べられている。そのうち特に家庭科教育と関係のある事項に  

ついて述べることとする。  

（1）高等学校のそれぞれの学科の特色を生かした教育を実現できるようにするとともに，生徒の能九  

適性，進路等に応じし適切な教育を行なうことができるようにした。注・2）  

注11）附則1．この省令ほ，公布の日から施行する。ただし，この省令による改正後の学校教育法施行規則第57粂，  
第57粂の2及び弟63粂の2の規程は，昭和38年4月1日以降高等学校の第1学年に入学した生徒に係る教  

育課程及び全課程の修了の認定から適用する。   
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6・3・3制の単線型カリキュラムを実施して一番問題がでてきたのは生徒の能力差であっ  

た。人間の平等と個性との両面を尊重する教育は，現在の学校教育の特色である集団的な学級  

編成の下での教育効果は期し得ない。また，適性や進路の異なる老を一斉に同じカリキェラム  

編成によって教育することほ悪平等でほないかという意見も出はじめて，文部省は次のような  

データによって改訂に踏み切ったのである。①中学校卒業者のうち高等学校進学者は昭和35年  

度で全国平均が約60％であったが，昭和45年度頃には72％程度に上昇が予測される。そこから  

予測される能力・適性の差をどうしたらよいか，②生徒の進路について，昭和35年度普通科卒  

業者の大学進学希望者は約40％中入学者は卒業者の25％であった。一方職業教育を主とする学  

科卒業老中，大学進学者ほ4．6％で，他の大部分の卒業者ほ就職またほ家事・家業（農業等）に  

従事している。高等学校は大学進学の予備校でほないし，そうであってはならないという考え  

方をすべきではないかとして，普通科や職業教育を主とする学科の特色を生かす教育課程を主  

とする学科の特色を生かす教育課程を編成しようとすれは泊ら複線型にならざるを得なくな  

る。そこからA・B類型を設ける措置をとった。  

（3）普通科においては，教養の片寄りを少なくするため，必修科目を多くするとともに，その内容を   

精選充実し，基本的事項の学習がじゆうぶん身につくようにした。浬▲1号）  

教養の片寄りを少なくする必要から必修科目を増加し，学年指定をした点にこの期の改訂の  

特色がある。具体的にふえた必修科目としては，社会科では科目構成が異なっているが従来の  

3科目が全科目，理科では2科目が4科目に，芸術・外国語および女子に対して「家庭一般」  

4単位である。  

（4）職業教育を主とする学科においてほ，中堅産業人の育成を期するため，普通教育を改善充実する  

とともに，専門教育の基礎を徹底するため，科目の内容を精選充実し，その必修単位を増加した。注lヰ）  

① 専門科目の必修単位を現行の30単位以上から35単位以上に引き上げてその内容を基礎的  
ヽヽヽヽヽ  

なものにしぼった。② 「家庭一般」は4単位にきめられたが，学校の事情（例えば男子が女子  

よりも大変多勢の場合など）によってほ2単位に減ずることができる ，という幅をもたせた。③  

科目によってはA科目を設ける措置をとった。社会の地理Aまたほ地理B，数学IA，数字Ⅱ  

B，応用数学の中1科目必修，外国語，芸術を必修とした。  

（7）基礎学力の向上と科学技術教育の充実について次のように措置した。  

（1）最近の科学技術の進展に即応して，数学及び理科並びに職業に関する専門科目についてほ，基本  
ヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽ   

的事項の学習に重点をおくとともに，理科ならびに職業に関する専門科目について実験・実習を重んじ  

学力の充実を図った。（（2）国語，（3）外国語の項略。）注15）  

傍点部分については，昭和35年11月10日発行の高等学校学習指導要領第8節，第2款，第1  

注12）文部省『高等学校学習指導要領解説総則編』．1962且300  
注13）注12）p．7。  
注14）注12）のp．8，傍点筆者。  

江15）注12）のp．10，傍点筆者q   
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「家庭一般」の3，指導計画作成及び指導上の留意事項の（1）から（やの中に示されているが，  

ヽヽヽヽヽヽ 特に（1）家庭生活の実態と地域の実情に即して実践的に指導する。（勿食生活の経営においては，  

献立作成の能力を養うとともに調理実習に重点をおくが－（後略）－（5）乳幼児の保育において  

ヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽ は，心身の発達は乳児に重点をおき，生活指導ほ幼児を中心とし，学習，観察，見学などの方  
ヽヽヽヽヽヽ  
法を取り入れて指導する。（勺ホーム・プロジェクトおよび学校家庭クラブの意義を理解させ，  

その活動について基礎的な指導を行ない，学習効果をあげるようにする。としてホームプロジ  

ェクトと学校家庭クラブ活動の教育課程上の位置づけを明確にした。  

（8）家庭科についてほ，その内容を改善し，女子にほ原則として「家庭一般」を必修とした。注t6）  

「家庭一般」4単位必修は次の2点に特色がある。① 普通科，家庭に関する学科を問わず  

に必修としたこと，② 家庭に関する科目のすべての科目の基礎であり入門であるとして設置  

された科目であり，今までの被服・食物・保育・住居のように分科したものではなく総合的な  

家庭経営学習をねらいとした科目であること。  

㈹ 各教科・科目の単位数については仁標準としての単位数を示し，学校におけるる教育課程の編成  

に弾力性をもたせた。注17）  

編成に弾力性をもたせたことは次のような結果になった。①標準単位は上下に幅を認めるこ  

とになる。②余裕のあるかぎり，科目に増加単位を配当して認定できるとも解釈され家庭科履  

修の中の幅を狭める結果になった。  

3・普通科における教科・科目の履修   

この期の普通科の教育課捏編成は，前述基本方針㈹のところでも述べたように，標準単位数  

を設けた点にあるが，標準単位数についても二種類の考え方があり，教育現場の受け止め方に  

微妙なくいちがいを生じた。即ち付表Bの中の絶対必修科目および普通科の必修科目と単位数  

欄○印の科目の標準単位数は最低単位を意味するものであるが，その他の科目で古典乙Ⅰ，数  

学Ⅲ，音楽Ⅱ，美術Ⅰ，工芸Ⅰ，書道Ⅰ，に配当されている単位数ほ，いわゆる標準単位数で  

上下に幅を持たせることが許されるものである。琵1釦それゆえ家庭一般の裏にこれらの科目を  

あてることが多かった。   

付表B 普通科における教科・科目の履修  

普通科の必修  

科目と単位数  

履修させる  
ことが望ま  
しい科目と  
単位数   

標 準  

単位数  

絶対必  

修科目  
教 科科  R  特別な事情の場合  

語
甲
Ⅰ
 
Ⅱ
 
 
 

国
 
 
乙
乙
 
 
 

代
 
 
典
典
 
 

現
古
古
古
 
 

○ 現 代 国 語  

国 語  

注16）注12）のp．12，傍点聾者。  

注17）注12）のp．14，傍点筆者。  
琵18）注12）のp．62。  
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70－79  
最   低  54  

注 文部省『高等学校学習指導要領解説総則編』（1962年5月）p．63。  

4．家庭科目編成の特徴  

付表Cに示した新旧対象表によって，この期の改訂の家庭科目編成の特徴をあげると，その   
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付表C 新旧比較表  

31 年 度 版 （従前）   

単位数（標準）  科  目  単位数（限定）   

家  庭  一   般   （ 4 ）  

△被  服  （2ないし10）   

△食  物   （2ないし10）  

○保 育・家 族   （2ないし5）   

家 庭 経 常   （2ないし5）   

被 服  材  料   （2ないし6）   

被  服  経  理   （2ないし10）   

意  
匠   （2ないし10）  

服  史   （2ないし4）  

○仕  （6ないし18）  

○手  芸・染  色   （2ないし14）   

栄  養   （3ないし8）   

食  品  （3ないし8）   

食  品  衛 生   （2ないし6）   

食  物 経 理   （2ないし8）   

献 立・調 理   （6ないし18）   

（4 ）  

（2～6）  
（2～6）  

（2－6）  
（2～6）  

（2～6）  

（2～6）  

（2～6）  

（2～6）  

一
 
 

経
材
経
 
 
 

服
服
物
物
 
 

庭
 
 

庭
服
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家
被
被
食
食
保
家
被
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◎
○
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山
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作
芸
義
品
生
理
理
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理
祉
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衛
経
調
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心
福
原
 
 
 

品
物
立
畳
 
児
 
童
童
育
 
 

服
 
 

被
手
米
食
食
食
献
大
 
小
 
児
児
保
 
 

（6～20）  

（2～10）  

（2～6）  

（2～6）  

（2～6）  

（2～6）  

（6～20）  

（2～5）  

（4～12）  

（2～6）  

（2～4）  

（2～6）  

0
0
 
 

大  量  炊  事   

小  児  保  健  
△小  児  栄  養   

児  童  心  理  

○児  童  閉  演   

保  育  原  理   

保  育  技  術  
△保  育  実  習   

家庭に関するその他の科目  

（3ないし6）  

（2ないし6）  
（3ないし6）  

（2ないし6）  

（2ないし6）  

（2ないし6）  

（4ないし14）  
（6ないし18）  

保  育  技  術   （8－20）  

家庭に関するその他の科目   

注1）付表Bに同じ，p．21による。  

2）仮新設，新設した科目。△廃止，廃止した科目 5。○名称変更，名称を変更した科目 4。   

第1ほ，「家庭一般」4単位を原則として女子に必修したこと。昭和31年度では，芸術や他の  

職業科目と合せて6単位必修という前提条件があったが，それがなくなり原則必修として打出  

された点にある。そうして「家庭一般」の性格を家庭科の他の科目の基礎であり入門であると  

いう点を明確にして，普通科でも職業教育を主とする学科においても家庭科を履修する最初の  

学年に設けることとした。第2の特徴としては「家庭一般」以外の科目の履修についてほ，学  

校の特色を生かして標準単位数の範囲で適宜選択して課してよい。ただし，被服とか食物のよ  

うにⅠ，ⅡとあるものはⅠを6単位履修してからⅡをとることとした。即ち，基礎から応用  

へ，初歩的な内容から高度なものへと一貫した内容を持つように配慮されたのである。  

5．「家庭一般」について  

（1）単位のとり方   

女子について「家庭一般」4単位原則必修となったが，t－ただし特別の事情がある場合に  

は，2単位まで減ずることができる＝というただし書きがあり，この「特別の事情」とほどの   
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ような場合をさすかについて，教育現場からの質問があった。このことについて文部省では，  

担当教員が得られない場合，必要な施設・設備がない場合のほか，生徒にかかわる場合として  
ヽヽヽヽヽ  

ほ例えば生徒の能力や希望の偏向，定時制ならば生徒の勤労状況，あるいは生徒数がごく少な  

いことや，男女の数のはなはだしい不均衡などを考慮する場合である。しかし，これらの場合  

も原則を重んじ安易に考えて単位数を減ずることのないように努め－（後略）－一lこの適用  

については校長が教育委員会に届け出て指導を受けなければならない。」と明記されている  

が，注19）本県の場合には男子系で，しかも大学進学希望の多い高校である，盛岡第一，花巻北，  

黒沢尻北，一関第一などは男子系高校であるという理由から2単位履修する旨の届出があっ  

た。ただし，4単位を2単位に減じたことほ学習内容の理論の講義の部分だけの授業となって  

実習を省く結果になり，次期改訂のすべての女子に「家庭一般」4単位必修まで理論と実践を  

結びつけて学ぶという教科の特色が発揮できにくい状態であった。  

（2）科目内容の特徴   

① 目標に明示されているように，従来の衣・食・住・保育等，細分化して専門的に深めて  

ゆくにつれて，家庭生活の本質を見失ってしまい，単に技術や知識のつめこみになりがちなの  

で，家庭経営の立場からそれらの全領域を総合的に文相互の関連性を重要視した点に特徴が認  

められる。   

② 従来の被服・食物等のいわゆるつくる技術のみに止まらず，その理論と実践の両面を生  

活の運営する能力と結びつけている点に特徴が認められる。   

③ 「家庭一般」の内容は経営にはじまり経営に終るといわれるが，経済（物質），時間，  

労力，家族の生活の経営にまとめられ，従来の衣・食・住ほ衣生活，食生活，住生活，の経営  
ヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽ  

として人間と物とのかかわりとしてとらえられて，製作・実習から計画的な運営を重視する方  

向に移っていった。「生活とほ何か」を問題にする家政学原論や家庭経営学が背後にあると同  

時にそれらに示唆を与えた意義ほ大であるといえよう。   

④ 家庭科の学習指導法として，ホーム・プロジェクトと学校家庭クラブを明確に位置づけ  

た。問題解決学習として理論を実証する科学的方法を身につけさせ，また絶えず変化してゆく  

生活に対応させ進歩をうながす方法ほ他の教科に見受けられない（農業を除いて）。注20）モ「家  

庭一般」の授業時間数の弘0以内をこれに充てることができること〝と定められたことほ，全  

国組織をもつ学校家庭クラブ活動の活発化をうながした。   

なお「家庭一般」の内容項目についてほ表4のとおりである。  

6．女子系高校普通科と職業教育に関する学科の教育課程の実態  

（1）普通科   

当時の女子系高校の普通科教育課程の実態は蓑8－3に示すとおりである。   

表16によれば，全般に「家庭一般」以外の教科の選択の幅が少く，総単位数の10％をこえる学校  

は花巻南と黒沢尻南で，盛岡二高は，6．8％となっている。簿記と食物に分れるため履修老が  

少く全体の16％（262人中50人）しか選択していない。進学者が多いので普通科目を大幅に増加  

単位をしているので家庭科目の方にそのひずみが表われるわけである。  

注19）高等学校学習指導要領解説（草案）総則編，文部省初中局中等教育課（S．36年度地区高等学校教育課程研究協  
議会資料）第1部，第2案，弟2節，改訂の基本方針。  

注20）総則術策2節第6款，指導計画作成および指導の一般方針。   
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表16 女子単独校における総単位数に対する家庭科の単位数の割合  昭・38  

＼  

＼＼  項 目     ＼  C  選  択  科  目  A  

駄単位数  
（進路別）   

B  
家庭一般  

（単位）  

＼  
学校名 ＼   

＼  

3
 
 
2
 
 
 

0
 
 
0
 
 
 
1
 
 
 
1
 
 
 

㈹
 
㈲
 
 

二
 
 

第
 
 

岡
 
 

戊
仇
 
 

9
 
 
 
 
9
 
 
 
9
 
 

9
9
9
 
 

㈲
‥
㈲
‥
＝
の
 
 

㈱ 102  

毎）102  
黒 沢 尻 南  

注 り 蓑8－3により作成。   

2）△印はいずれかを選択，＊印は家庭以外の科目を示す。   

① 表17の割合を科目毎に考察してみると主要五教科重視のコースは3校ともに五教科の割  

合が多く，特に外国語ほ3校とも18％以上であることがわかる。  

表17 総履修単位数に対する各教科・科目の割合（％）  （普通科）  

讐誓有高  花  巻  南  l 黒 沢 尻 南  

語  16．5  

会16．5  

外  国  

計 100．OilOO．O100．0】100．OllOO．O F lOO．OlOO．0   

注1）表8－3により作成。  

2）ゴジックの構は主要五教科重視のコ「スを示す。  

3）○，△からそれぞれ1科目選択。  

五教科に比べて家庭科目は，「家庭一般」4単位のみの履修で全体比が3．9～4．0％にしか  

すぎない。   

② 就職コースほ進学コースと比較して主要五教科と家庭科の履修割合の差が若干狭くなる  

が，やはり五教科の割合が，高く，花巻南高校の家庭コースは10．1％で比較的高い。   
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（2）家政科の教育課程   

付表Dは文部省で「家庭に関する学科」（1）家政科の一般的な例として高等学校学習指導要領  

解説一級則編－の136真に示したものである。当時本県の．公立全日制における「家庭に関  

する学科」は家政科のみであったから，各学校ではこの例に準拠して表9≠3に示すような教  

育課程を編成し実施に移している。つぎに表9－3をもとにして一般教科・科目と「家庭」お  

よびその他の科目との履修単位割合を求め表18に示した。「その他」とした科目は家政科として  

は本質的なものではないが，各学校の地理的条件や，卒業後の進路．農業・商業・水産に閲す  

付表D 家 政 科（全日制）  

科  目  

同 語  現
舌
五
政
目
性
地
 
 

一
 
 

語
 
 Ⅰ

町
会
済
史
A
 
A
 
 

社
経
 
史
 
 

・
・
本
 
 
理
 
理
治
 
界
 
 

1
 
A
て
A
物
 
 

朋
 
 
 

理
学
 
 

理   科  

保   健  
体   育  

‾‾】川‾‾一m「【【  

f有 
】保  健  

男7女9i  3   

2】  

2  

7  

11  2  

音・美・工・苫Ⅰ  

音・美・工・書 ［  

竺jL竪⊥空 
空 一一・・－【・－一一】¶一・…・－－  

普  通  科  

2  6  

15【  59  

家 庭 一 般】   4  

主2：…  
家   庭  食   物   Ⅰ  

食   物  正  

保  

家 庭 経 営  

職  業  科   日  計  

特別教育活動（ホームルームの週当たり時間）  

合  計  102   

注 付表Bに同じ，p．136による。  
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表18 履修総単位数に対する一般，家庭及びその他の教科・科目の割合（％）  

（家庭に関する学科）  

注1）表9～3により作成。  3）一般とは普通教科・科目から「家庭一般」をのぞいたもの。  

2）総単位数を100として求めた％である。 4）家庭とは「家族一般」と家庭に関する科目をさす。  

表19 履修総単位数に対する一般，家庭，農業に関する科目の割合（％）  

（県立農業高校）  

＼＼＼＼＼ご別 教科・科目  ＼  
千  厩花巻農業l北上農業】水沢農業 巨 岩谷堂農林  

般
廃
業
 
 

9
 
5
 
6
 
 
 

0
 
1
 
7
 
5
 
3
 
1
 
 

計」   100．O   100．0 【   100．0  100．0   

住1）表9～3により作成。  

2）総単位数を100として求めた％である。   

る学科と併設されている学校の実情（教員構成・施設設備等）によって履修されている科目であ  

る。これらの学校の中，東和高校の29．3％を除けばおおむね35％～40％の割合で家庭科を履修  

している。この単位数ほ，付表Dに示した標準例よりやや下廻っている実態である。  

（8）生活科   

この学科名は昭和35年度の改訂学習指導要領と共に誕生したもので，農業に関する学科の中  

のひとつである。それ以前ほ農村家庭科と言われていたが，家庭科教育が産業教育振興法の対  

象となった昭和26年から，県内各農業高校の希望により，家庭課程（後に家政科となる）として，   
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家庭科に対する国庫補助を充当し育ててきたものである。それがこの時点で農業教育振興策と  

いう名目のもとに「生活科」と看板を塗りかえて農業に関する学科に所属することになる。注糾  

従って生活科は家庭に関する学科ではない。この時期「家政科」を「生活科」に転換して家庭  

科の単位数を減らし，農業科目を多く課している実態がある。（表9－2から3参照）農村の中  

堅婦人を養成する目的としているが，産業界の現象として，農業人口を工業へ吸収するた捌こ  

不足する農業労働力を婦人によって解決しようとする政策が窺える。   

生活科における家庭科目と農業科目単位数について文部省案では家庭科目30単位，農業科目  

27単位をとるように指導しているが（付表E参照）基準性ほない。当時県としては，農業科目は  

付表E 生 活 科（全日制）  

2年】3年 弓 計  
腔一〉【Ⅶ【  

教 科「科   目 王標準単位数…1年  

「「 ÷十 ㌻「 
国   語  

典
扁
掴
本
…
理
 
 

1  2  

倫
政
日
世
地
 
 

金
 
 

会
済
史
A
 
A
 
 

2∈ …  

3戸 ；  

数
 
数
 
 

学
 
 

1
 
A
 
 

［
‖
山
 
 
 

学
 
学
 
 

2  
l  

3
 
 

物
化
生
 
 

理
学
 
 

h▲▼1  

T丁  体  

保  健  

男9 女7  

2  

保   健  
体   育  
Ⅶ‾‘‘‾ 、‾  ■【‾  

㌻㌃了盲二盲i：妄丁、「竃】訂  「 「 

・「．：．．．－  ・－・－   
－  ．．  9

 
 
 

3】  3  

普  通  聖
4
4
3
2
2
1
2
 
 
 

17】  14  

2～12  

2～12  

2～ 6  

2～10  

2′－12  

2～12  

4  

2～ 6  

2～ 6  

2
 
2
 
 

園  

畜  産  

農 畜 産 加 工  

食 品 化 学  
農 業 経 づ…i  
総 合 実 習   

家 庭 一  般  

被   服   1  

被   服  Ⅰ  

農   業  

家   庭  
食   物   I 2～6  

注21）清水・工藤・大森，岩手大学教育学部研究年報 第37巻 第5部1977。  
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食
保
家
 
 職   業  科  日   計  

特別教育活動（ホームルームの週当たり時間）1  1  3  

合  計  
1  

37   

注1）文部省『高等学校学習指導葉蘭解説総則編』（1962年）p．109。  

371  111  

2）一一般的な例（農業および家庭に関する科目をだいたい等分に履修させる場合の例である。）   

最高18単位におさえるように指導したが，実際の教育課程（表9－－－3，表19）を見ると各学校の  

実情によりまちまちであったことがわかる。家庭関係科目rの単位数を最も多く確保していたの  

が水沢農業高校の34単位で総単位数の31．5％，最低が岩谷堂農林の27単位で総単位数の25％  

で，文部省案の30単位を割って実施されていた。他の3校はその中間30単位から32単位となっ  

ている。さらに表9－4に当初予測された危惧が明確に表われている。即ち，家庭科の履修単  

位数が生活科に切り替えたすべての学校で激減し，僅かに水沢農業高校だけが30単位を確保し  

ているに過ぎない。  

Ⅴ すべての女子に「家庭一般」必修の時代へ（昭和48年度実施）  

さきごろ（昭和53年6月22日）文部省ほ新高等学校学習指導要領案を発表し，関係者から意見  

を聴取したうえで8月上旬に告示，昭和57年度新入生から全面実施する旨を発表した。顧みれ  

ば戦後新制高校発足以来5度目（26軋31年，35年，45年，53年）の全面改訂である。この章にお  

いては昭和45年改訂（昭和48年度新入生より全面実施）の内容を中心に記述することとする。   

1．改訂の趣旨と時代的背景   

昭和43年4月13日文部大臣灘尾弘吉氏から教育課程審議会長木下一雄氏に対して「高等学校  

教育課程改訂について」の諮問が行なわれ，昭和44年9月30日付をもって審議会長木下一雄氏  

より文部大臣坂田道太氏に答申がなされ，文部省はこの答申にもとづき関係者の意見を聴取し  

修正をして昭和45年10月15日に高等学校学習指導要領を告示した。昭和35年の改訂以来10年目  

である。以下改訂の趣旨ほ付表F，Gのとおりであった。  

付表F 高等学校学習指導要領の改訂の趣旨   

改 訂 の 背 景 †  改  訂  の  基  本  方  針  

○進学率の上昇   

（昭和35年57．7％→昭和45年82．1％）   

（中学校卒業後の状況）   

○能力・適性・進路等の多様化  

○教育課程の弾力化  

必修教科，科目およびその単位数の削減，科目学年指   

定の緩和，学習指導要領にないその他の教科，科目を設   

ける措置の拡充などにより，学校や全日制・定時制およ  

び通信制の課程，学科において特色ある教育課程を編成  

することができるようにした。  

なお，必修の削減により，クラブ活動等の時間がじゅ  

うぶんとれるようにすることもねらいとしている。   
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○教育課程の多様化  

「数学一般」，「基礎理科」，「初級英語」などの科  

目を新設し，また，理数や看護の教科を新設し，また，  

情報関係，その他時代の進展に応じて職業関係について  

科目の新設，改発を行なうなど教育課程の多様化ができ  

るようにした。  
C汀勺容の精選集約，質的改善  

教育内容の現代化や生徒の学習の消化不良をなくすた  

め∴精選集約等を行なった。  

○人間としての調和  

創造的思考力の育成，豊かな情報の陶冶，体力の増進  

等を図るため，知的教科の必修を削減するとともに，体  

育や芸術および家庭の必修を増加した。また，クラブ活  

動を必修として，その充実を図ることとした。  

○国家，社会の有意な形成者  

総則や各教科および各教科以外の教育活動の目標に人   

間として相互に専重しあう態度や責任を重んじ規律を守  

る態度，自主自律の精神の滴養などを図るようにした。  

C経済・社会・文化等の進展  

○高等学校教育の現状  

0小・中学校教育との一貫性  

注 文部省『昭和46年度高等学校教育課程講習会資料』p．2。   

付表G 高等学校学習指導要領のおもな改訂事項（総則関係抜翠）   

G－1必修の各教科・科目およびその単位数の削減（弾力化，多様化，学習内容の精選，人間としての  

調和）  

改訂必修科目，単位数  現行必修科目，単位数  

男17科目68単位（定66）～74単位  

最低56単位（定54）  

女18科目70単位～76単位 最低56単位  

男11～12科目 47単位  

（走43）  

女12～13科目 47単位  

普通科  

男11～12科目 42単位  男女14科目47単位－52単位  

最低44単位  12～13科目 46単位  

G－2 特に男女の特性を考慮し，次のとおり改正した。  

行  

「家庭一般」  

○芸芸琵妄言）4単位必修  

（ただし，職業科にあって，特別の  

事情がある場合にほこの限りでほな  

い。   

○普通科全日制男子11単位必修   

必修（うち格技2単位分を含む。）  

○普通科定時制男子  

○普通科女子 4単位必修   

（ただし，特別の事情がある場合には，  

2単位）  

「体  育」】○普通科男子 9単位必修  
（ただし，定時制男子 7単位）  

○普通科   

職業科  

（妄言‡  

7単位必修  
7～9単位必修   

注 付表Fに同じ。p3。  
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2．家庭科の改訂の内容  

（1）改訂の要点   

①注22）「家庭一般」においてほ，すべての女子に4単位履修させることとし，家庭生活に関  

する知識と技術を総合的に習得させる趣旨をいっそう明らかにした。   

② 各科目の内容については，それらの目標に基づき，中学校の技術・家庭および高等学校  

の家庭の各科目間の関連を考慮して精選充実し，指導の重点を明らかにするとともに，実験・  

実習を重視して学習させるようにした。その際，家族関係，家庭経営，消費者教育等について  

いっそう配慮するとともに，専門的職業教育に関する内容の充実を図った。  

（2）科目の編成   

学科の目標を達成するのに必要な科目として，「服飾史」「公衆衛生」が新設され，内容を  

よりいっそう明確にするため，4つの科目（付表Hの○印）が名称変更された。  

付表H 家庭科目の編成の新旧対照表  

家
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Ⅰ
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1
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Ⅱ
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食   

食   

保   

家   
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イ
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材
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ザ
 
 

デ
 
 

庭
服
服
 
 飾
 
 
 

被
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栄
食
食
食
献
大
 
 

0
 
 
0
 
 

作
芸
養
品
生
理
理
事
 
 

品   衛  

物   経   
立・調  

量   炊  

食   品  

○食   物  

衛
管
 
 2～6  F  献  立・調  理  

○集   団   給   食  

◎公   衆   衛   生   

小   児   保   健   

児  心   理   
児   童   福   祉   

保   育   原   理   

保   育   技   術   

家庭に関するその他の科目  

2′－6  

4～12  

2～6  

2－4  

2－6  

8～20  

小   児   保   健  

児  心   理  

児   童   福   祉  

保   育  原   理  

保   育  技  術  

家庭に関するその他の科目  

注22）文部省通達，文初高弟435号，昭和45年11月6日付。付表Fに同じp．22。◎…新設，○・・・名称変更。   
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3．岩手県における改訂の動き   

県教育委員会は昭和46年，47年の2ケ年にわたり，全教員を対象として講習会を行なった。  

その際「高等学校学習指導要領改訂の要旨」（46年3月），同じく第2集一質疑応答爵－（46年  

10月），さらに「教育課程腐成の手びき（案）」（46年12月）を作成配布して趣旨の徹底を図っ  

た。県が示した教育課程編成のパターンは表20，表21のとおりである。以下教育課程の編成上  

表20 全 日制普通科の編成例  

20－1 その1  

2
 
 

女
 
 

．
 
 

列
叫
 
 

女
 
 
 

般
 
 

■
 
 
 

庭
 
 

家
 
 
 

庭
 
 

家
 
 

小  計  

ホームルーム，クラブ活動  

注 岩手県教育委員会『岩手県高等学校教育課程編成の手びき（案）』（昭46．12）pp．ア～10による。   
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20－2 その2  

A  2  型 】 A  3  型  

虫垂ヰA竺   科   
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小  計  2】 96  
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3
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9
 
 

2
 
 
3
 
 

【
ノ
U
 
 

3
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6
 
 

ワ
】
 
 

2
 
 

劉
「
 
 

ホームルーム，クラブ活動  21  6  2＼  2  

計 l 34【 34r 34【102l 341 34ト 34102 34】 34l 34lO2  

理科系科目に重点をお  

くもの   

文科系科目に重点をお  

くもの  

文科系科目に重点をお  

くもの  
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20－3 編成例その3（1）  
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社  会  倫 理・社 会   

政 治・経 済   

日  本  史   

世  界  史  

地理Aまたほ地理B  
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数
 
 
 

学
 
 

数
 
 
 

保健体育  体  

保  健  

芸  術  Ⅰを付した科目  

Ⅰを付した科目  

Ⅲを付した科目  

家 庭l家庭一般  2
 
 

女
 
 
 

2
 
 

女
 
 
 

4
 
 

女
 
 

職業に関する教科・科目  51 10  

小  計   
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20－3 編成例その3（2）  

（558）  

編成例その3（1）で職業に関する教科・教目を履修させる場合の組み合わせ例  

A  6  型   類  型  

墓
室
育
 
 

科
㌃
食
保
被
食
児
児
保
 
 

科
庭
 
 

教
 
¶
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I
 
l
青
け
‖
Ⅶ
・
汀
‖
 
埋
祉
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心
福
原
 
 

2
 
 

‰
i
 
 

商  業  簿記会計l  

商 業 一 般  
計 算 実 務  

事  務  

その他の科目  

表21家庭に関する学科における教育課程編成例  

家  政  科   
（一般型）  

家  政  科  
（被服に重点）  

家  政  科  
（保育に重点）  

家  政  科  
（保育に重点）  

1年【2年l3年」計  1年2年l3年一計  1年l2年】3年【計  1年ト2年l3年  

基 礎 理 科  

物・化・生Ⅰ  

体  

保  健  

2
 
 
1
 
 

3
 
 
1
 
 

音・美・工・書Ⅰ  

音・芙・工・書Ⅰ  

竺竪竺旦竺  

小   
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小  計  
L 竺」 旦し 一－－【  

2i   2－  2【  クラブ活動，ホームルーム  

341  341  34【  102   

注 蓑20に同じ，pp．38～39。   

の基本的留意事項ほ，注23）  

（1）以下教育課程における各学年の過当り授業時数ほ34単位時間を標準とし，原則として38   

単位時間をこえないようにすること。従って卒業までに履修させる各教科・科目の総単位   

数は，96単位を標準とし，108単位をこえないよう計画すること。  

（2）定時制の課程における過当たり授業時数や1日当たりの授業時数については，生徒の勤   

労状況と地域社会の事情を考慮して適切に配当するように留意すること。  

夜間の定時制の課程における卒業までに履修させる各教科・科目の総単位数は，鮨単位  

を標準として編成すること。  

（3）生徒の実態により，必要があれば類型を設けて選択履修させることができる。が，類型   

を設定するにあたってほ，生徒の能力・適性・進路をよくみきわめ，類型を選択させる学   

年，類型の種類などを適切に定める必要がある。この際．一つの類型の中で選択科目を設   

けたり，その類型では履修することになっていない科目をも選択できるようなくふうが望   

ましい。必要がなければ類型を設けなくてもよいし，科目の選択制だけで編成することも  

さしつかえない 。また，必要があれば，どの学科においても，また，第1学年からでも設  

けることができる。  

（4）省略   

以上のとおりに示された。   

この編成例を参考にして，各学校が編成したものが表22であり，（全日制・公立普通科），表  

9－4（全日制・公私立・家庭に関する学科並びに公立農業に関する学科のうち生活科）である。表21を  

表22 昭和48年度入学者の在学期間教育課程一覧全日制普通科（昭和47年7月調査）   公立  

注23）岩手県教育委員会岩手県高等学校教育課程編成の手びき（案）『（昭和46年12月）』pp．1～2。   
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みると，ほとんどの普通科では類型をもうけており生徒のの実態にできるだけ近づける努力と  

くふうがみられる。また表9→4の家政科・食物科・生活科においてほ，ほとんど一般標準型  

で実施され，わずかに1～2校横型をもうけているところがあり，一般型に加えて被服重視型   
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の家政科がある程度である，これは学級数が1つのところが多いために，細分化した類型の編  

成がむづかしいためと考えられる（表8－4，表－4参照）。  

4．改訂後の家庭科目履修状況  

（1）全日制普通科における改訂後の家庭科目履修状況   

表23は普通科の家庭科日履修状況の推移である。改訂によって「家庭一般」4単位原則必修  

から，すべての女子に4単位必修と改められたことによって，県内公立普通科女子においては  

100％の履修となった。このことほ改訂の成果として高く評価されるところであるが，昭和48  

年度以降「家庭一般」の完全履修から6年を経過した昭和53年現在においても家庭科の施設・  

設備ゼロの高校や常勤家庭科教員のいない高校があり，家庭科の教育目標を達成するには不充  

分な環境となっている実態がある。このたび（昭和53年6月）の改訂案によれば，家庭科におけ  

る実験・実習がいっそう重視され「’家庭に関する科目に充てる総時間数の10分の5を実験・実  

習にあてるものとする」とうたわれている。施設・設備がなく，家庭科の教員が常勤していな  

いなどほ「家庭一般l必修の趣旨をとうてい生かすことができないのでほないだろうか。  

表23 公立全日制普通科における各学校教育課程中の家庭科目一覧  
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注1）岩手教育委員会資料による。   
2）学校側が用意した科目・単位数であって履修老の実数は不明。   

3）「家庭一般」ほ女子全員に履修。   

4）「家庭→般」以外の科目はコース制による履修。  

5）（）はコース別のうちでも選択履修。  
6）＊は未設置をあらわす。  

表24 ニ全日制普通科における「家庭一般．」履修状況の推移  

（公立全日制普通科）  

7 l 8  r 合 計  
盲壷＼讐警J  

31  

32  

33  

38  

49  

53  

17（71）  

19（79）  

20（83）  

37（93）  

51（100）  

53（100）  

24校  

24  

2∠1  

40  

51  

53  

3
 
4
 
1
 
3
 
ハ
リ
 
ハ
U
 
 

2  

0  

0  

0  

0  

0  

1  

1  

1  

0  

0  

0  

昭和31～33年度の数字は県立盛岡弟二高校研究指定載告書『普通課程における家庭科の運営について』  注1．  

pp．50′・・■51より。  

2．昭和38年度，49年度，53年度は表22より作成。   
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（2）岩手大学，県立盛岡短期大学学生の出身高校における家庭科目履修状況   

本県における国，公立2つの大学に学ぶ家政科学生はほとんど普通科出身で占められてい  

る。これらの学生が高校時代に家庭科を何単位履修してきたかについて調査したのが表25－1  

および2である。岩手大学の場合は学生自身に記入させた調査である。47年度～50年度岩大家  

政科志願者は「家庭一般」4単位原則必修の時代であるから〝特別な事情のある場合は2単位  

に減ずることができる〝の特別な事情をうけていることが明らかである。盛岡短大の場合46年  

度から50年度後入学生までほ原則必修時代で51年度以降ほ教育課程が改訂された（高校入学48年  

度以降）後の大学人学となっている。即ち〝「家庭一一般」をすべての女子に必修，4単位を下ら  

ないようにすること〝の時代に入ってからの学生であるが公立高校では県内，県外出身者とも  

4単位必修がまもられている。県内私立においては51年度入学生11人中4名，短大入学52年度  

入学生11人中5名，43年度入学生12人中6名が2単位という実態であった。また昭和52年度ま  

では他県からの入学生において「家庭一般」以外の家庭科目履修率が高かったが，昭和53年度  

入学生は「家庭一般」4単位のみの履修傾向が強くなった。  

表25 岩手大学教育学部および盛岡短期大学の家政科入学志願者，入学生の「家庭一般」履修状況  

（％）  25－1岩手大学（入学志願者）  
「‾‾′ ㌻T「t 」

「
【
．
．
∈
 
 

1（4）   

0   

1（5）   

1（3）  

ぎ17  年
 
 

7
 
 
4
 
 

‖
 
 

ま
「
 
 
 

昭
 
 
 

（63）】 27人  8（30）  

6（26）  

5（24）  

12（33）   

17（74）  

】：  

0     0  
1         J  

50  

注 学生対象の調査より。   

25－2 盛岡短期大学（入学生）  

蒜二讐讐 ヱ」 2  3  ト   4   5′－7  

51（65）   

53（68）  

5（6）   

0  

9（12）  

7（9）  

5（7）   

7（9）  

2（3）   

1（1）   

2（3）   

1（1）  

（1）  

こ（1）i：；  

；三…；；；【……；；  

61（81）  

66（87）  

63（81）  

62（81）  

1（1）  

5（7）  

8（10）  

7（9）  

6
 
 
8
 
 
【
／
 
 

7
－
 
 
7
 
 
【
／
 
 注 各学校長提出の調査書より。  

5．研究指定校（平館高校）  

平館高校ほ昭和44年度～45年度県教育委員会の研究指定校として「地域社会における家庭科   



（567）  岩手児における高等学校家庭科の戦後史（第2報）  77  

教育の役割はどうあるべきか＿、j一家政科を中心として－のテーマのもとに主として家政科の教  

育課程や教育内容そして地域社会における家政科の役割について研究した。成果として教育課  

程を類型別にし（被服類乳 食物類型）生徒の実態，地域の要望をとり入れた教育内容を編成し  

充実をはかった。表26ほ研究の結果生まれた家政科の教育内容である。  

表26 「家庭一般」「被服IJ「被服I」の履修内容と配当時間（試案）  

時 間  

10  

5  

90   

40  

（36）31  

（30）14  

5  

単  元   

1紋服の推移  

2衣生活の改善  

3被服製作   

・ス←－ツ  

1
家
庭
一
般
（
2
単
位
）
 
 

1衣生活の経営  

・ブラウス製作  

2住生活の経′Ei  

3乳幼児の保育  

4検定（4級）基礎縫  町・女物袷長者  

【  〃 羽織   

● － 

l  

1被服の役割  5  

服料  

（三≡2  

4被服製作  L（74）85  

弓（24）20  

；蓋重宝三三長着（36）32  

・検定3 
終ラウス）と2…  

小  計   

1服装の推移  

2被服製作  

・ワンピース（冬）  

・袷じゆばん   

・オーバー  

・編物（鹿械編）  

・丹前  
・帯  

・検定1級  

（
3
単
位
）
 
 

（
9
単
位
）
 
 1

5
1
0
蒜
 
 

1被服整理  

2被服製作  
小  計  ・女物ひとえ長着 ∃（36）24  

】  
・ツーピース   （39）46  

・子供服  j（18）15  

・検定2級（子供服）10  

計  315  

（
3
単
位
）
手
 
芸
（
2
単
位
）
 
 

1手芸理論  

2手芸製作  

・刺しゆう  

・染色  

・編物（手編）  

計  

1）平館高校，昭和44～45年度県教委指定校報告書「地域社会における家庭科教育の役割はどうあるべきか」p・130   
より。  
2）（）内の時間数は基準時間，（）外は本校生徒の実態による時間を示す。  

6．男子に「家庭一般」履修  

昭和45年度から設置した久慈水産の食物科，昭和47年新設の宮古水産に男子が入学するよう   
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になり（両校あわせて47年虔7名，48年度13名，49年度32乳 50年度38名，51年度41名）久慈水産では  

「家庭一般」4単位を当初から男女共修の形で履修させた。宮古水産は昭和52年度までは男子  

は2単位履修とし，食物領域を中心としながらこれも男女共修の形で学習させたが，昭和53年  

度から男女とも4単位を完全履修させるようになった。このように岩手県の水産高校に属する  

「食物科」は家庭科の特色ある男女共修学科であり，今後モデルケースとして，他学科に波及  

されることが期待される。  

7．生活科における「農家経営」の新設   

生活科においてほ，今回の改訂で新設された科目「農家経営」が，科における中心的な科目  

であるとして注目された。この科目ほ農業に関する科目であるが農家を経営する婦人を養成す  

る学科の目標に即して農業経営と家庭経営を総合的にとり入れた内容であり，今までの「家庭  

経営」に代る科目であるため，県教委でほ6単位以上を履修するように指導し，その授業担当  

者は家庭科教員ができるだけあたるよう現職教育等において指導に力を入れている。  

8・他の専門教育を主とする学科の家庭科目履修状況   

岩手県にほ職業を主とする学科として「家庭に関する学科」「農業に関する学科」以外に工  

業，商業，水産の学科や，専門教育を主とする理数科が置かれており，（全日制・公立）どの学  

科も男女共学である。しかし家庭科の履修は圧倒的に女子生徒数の多い「商業に関する学科」  

や家庭に関する学科と併設している「水産に関する学科」が履修しており「工業に関する学科  

」「理数科」（表27－1および2）でほ「家庭一般」履修のために教育課程を男女別に編成させ  

表27 工業に関する学科及び理数科における女子生徒数（公立・全日制）  

27－1 工業に関する学科  

校  名  47 年 度l52 年 度  

業
 
 

工
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科
料
科
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築
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0
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2
 
1
1
2
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木  科  

築  料   

械  科  

子  料  

土
 
建
 
機
 
電
 
 

慈
 
 

27Ⅶ2理数科  

＼＼一旦ヱ、！47年壷 掌堕冬二二 「【  
52 年 度  

12  

18  

18  

25   

盛 岡 第 一   

水  沢   

一 関 第 一  

釜  石  南  

3   

19   

6   

24  

注 岩手県教育委員会『学校一覧』より。  

るのがむづかしい，教員がいない，施設・設肺がない等の理由で履修させていない。モ女子生  

徒数がきわめて少数である場合など特別の事情のある場合などの特別の事情がある場合はこの  

限りでない。（総則第4款3の（2））〝をうけてのことであるが，他の県ではきわめて少数の解  

釈を何人以下ときめているところもあったが，岩手県ではこの規定はなく，工業高校のデザイ  

ン科など比較的多くの女子がいる小学科でも履修されていないのが実態である。  

おぁりに  

昨年より岩手県における高等学校家庭科の戦後史に取り組み，その第一報として一学科の変  

遷を中心にして－ を岩手大学教育学部研究年報第37巻に掲載した。今年は教育課程を中心に  

戦後の学制改革以降30年にわたる岩手の家庭科教育の歩みを考察した。教育課程の変遷は5回  

にわたる学習指導要領の基準改訂によるものであるが家庭科の基隆科目である「一般家庭」  

7・7単位選択必修から，すべての女子に「家庭一般」4単位必修までの歴史的経緯をたどり，そ  

の社会的・時代的背景のなかで，岩手の家庭科教育がそれぞれの学校の教育課程の中でどのよ  

うな変遷を辿ってきたかをみたものである。大学の進学率ほ女子が男子を上まわる今日，女子  

の特性を生かす教育としての家庭科から，人間生活の根源に立ちかえった家庭科教育のありか  

たが追求されなければならないであろう。このたび新学習指導要領改訂案（昭和53年6月22日）  

が発表されたがこの趣旨が岩手の家庭科教育にどのように生かされるか期待されるところであ  

る。なおこの研究の発展をつぎのように考え資料の収集を進めている。   

0学校家庭クラブ，技術検定の変遷   

0施設・設備，教員数の変遷   

本研究を進めるにあたり，県立盛岡第二，黒沢尻南，花巻南高校をはじめとし，県内公私立  

22校並びに県教育委員会のご協力をいただいたことに心から謝意を表します。   
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